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※ この資料は気象庁のほか、東京大学、京都大学、名古屋大学、独立行政法人防災科学技術研究所、

長野県及び岐阜県のデータも利用して作成しています。 
 

資料中の地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図 25000（行政界・

海岸線）』『数値地図 50m メッシュ（標高）』を使用しています（承認番号：平 17 総使、第 503 号）。 

御 嶽 山 

 
○ 火山活動評価：やや活発な状況  

火山性地震はやや多く、火山性微動が時々発生しているほか、御嶽山の地下の膨張を示すわずかな

伸びも見られています。火山活動はやや活発な状況が続いていますので、山頂付近では注意が必要で

す。 

 
最近の活動の推移 

 

○ 火山活動の状況 

・地震や微動の発生状況（図１、図２、図３、表１） 

昨年（2006 年）12 月下旬から始まった山頂付近の浅い所を震源とする微小な火山性地震の発生

回数は、１月中旬頃をピークにその後は次第に減少する傾向が認められていますが、依然として

やや多い状態です。 

１月 21 日以降、断続的に発生していた振幅の小さな火山性微動は、２月 10 日以降観測されて

いません。 

 

・噴気など表面現象の状況（図４、図５、図６） 

剣ヶ峰の南東約 14km に設置してある遠望カメラでは、山頂部の噴気等は観測されませんでした。

また、長野県木曽建設事務所による御嶽滝越カメラ（剣ヶ峰の南西約７km に設置）でも、剣ヶ峰

南西側の地獄谷下部に従来から見られていた弱い噴気が時々認められた程度で、特に異常はあり

ませんでした。 

６日に行った上空からの観測（岐阜県の協力による）では、地獄谷付近に弱い噴気が確認され

ましたが、前回観測（１月 23 日、長野県の協力による）と比較して地表面温度分布１）に特に異

常は認められませんでした。 

１）赤外熱映像装置による。赤外熱映像装置は物体が放射する赤外線を感知して温度分布を測定する測器で

あり、熱源から離れた場所から測定することができる利点がありますが、測定距離や大気等の影響で実

際の熱源の温度よりも低く測定される場合があります。 

 

・地殻変動の状況（図７、図８） 

  御嶽山周辺に設置しているＧＰＳによる地殻変動観測では、昨年 12 月から見られている御嶽山

の地下の膨張を示すわずかな伸びの変化は、２月中旬頃から鈍化傾向が認められていますが、現

在も継続しています。 
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表１ 御嶽山 火山性地震及び火山性微動の日別回数表 

・火山性地震 

 
・火山性微動 

 
 

 

 
図１ 御嶽山 火山性地震及び火山性微動の発生状況 
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図２※ 御嶽山 周辺の地震活動図（1997 年 10 月１日～2007 年２月 28 日） 

●：2006 年 12 月１日～2007 年２月 28 日 

●：1997 年 10 月１日～2006 年 11 月 30 日 

Ｍ（マグニチュード）は地震の規模を表します。資料中のＭは一部暫定値が含まれており、

後日変更することがあります。 

＋印は気象庁Ａ点地震計の位置を示しています。 

太線枠内の拡大図を図３に示しています。 
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図３※ 御嶽山 山頂付近の地震活動（2006 年１月１日～2007 年２月 28 日） 

Ｍ（マグニチュード）は地震の規模を表します。資料中のＭは一部暫定値が含まれており、 

後日変更することがあります。 

＋印は気象庁Ａ点地震計の位置を示しています。 
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三岳黒沢遠望カメラによる        御嶽滝越カメラによる 

図４※ 御嶽山 山頂部の状況（２月 22 日） 

 

 

 図５ 御嶽山 定時観測（09 時・15 時）による月別最大噴煙高度（1989 年１月～2007 年２月） 

 

 
図６ 御嶽山 上空からの観測結果（左側：可視画像、右側：地表面温度分布１）） 

上段：１月 23 日（長野県の協力による）、下段：２月６日（岐阜県の協力による） 

赤丸内は火山活動によると見られる高温領域を示す（数値は最高温度）。 
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図７ 御嶽山 GPS 連続観測による基線長変化（2002 年１月１日～2007 年２月 28 日） 

赤丸内に膨張を示す伸びの変化が認められています。①～③は図９の GPS 基線①～③に対応しています。 

 

 

 

 
図８ 御嶽山 気象庁の観測点配置図（小さな白丸は観測点位置を示しています） 

GPS 基線①～③は図８の①～③に対応しています。 
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○ 火山情報の発表状況（2007 年２月） 

 

 

火  山  情  報  名 発表日時 概          要 

火山観測情報第４号 ２月２日 14 時 00 分
１月 29 日から２月２日 13 時までの活動状況。火山活

動はやや活発な状況。 

火山観測情報第５号 ２月５日 16 時 00 分
２日から５日 15 時までの活動状況。火山活動はやや

活発な状況。 

火山観測情報第６号 ２月８日 14 時 00 分

５日から８日 13 時までの活動状況。GPS による地殻変

動観測で昨年 12 月以降わずかな伸びの変化を確認。

６日の上空観測結果。火山活動はやや活発な状況。 

火山観測情報第７号 ２月 13 日 16 時 00 分
８日から 13 日 15 時までの活動状況。火山活動はやや

活発な状況。 

火山観測情報第８号 ２月 16 日 18 時 30 分
第 106 回火山噴火予知連絡会による検討結果。火山活

動はやや活発な状況。 

火山観測情報第９号 ２月 19 日 16 時 00 分
16 日から 19 日 15 時までの活動状況。火山活動はやや

活発な状況。 

火山観測情報第 10 号 ２月 23 日 14 時 00 分
19 日から 23 日 13 時までの活動状況。火山活動はやや

活発な状況。 

火山観測情報第 11 号 ２月 26 日 16 時 00 分
23 日から 26 日 15 時までの活動状況。火山活動はやや

活発な状況。 


